
基準値 目標値

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

【当初】57,058人

【R４修正】57,300人

【R5修正】57,600人

基本方向

(b)利用権が設定された農地
の面積(農政課)

64ha
(Ｈ31年度)

66ha A 100% 62ha 達成 62ha 未達成 62ha 未達成 65ha 達成 73ha 達成 2

【当初】175件

　【R5修正】400件

(d)法人市民税額(商工課・
データ提供：市民税課)

19億2,891万円
(Ｈ31年度)

20億300万円 B 90% 17億6,600万円 達成 15億6,847万円 未達成 15億5,199万円 未達成 16億2,947万円 未達成 18億639万円 未達成 4

(２)労働環境の充
実

(e)キャリア形成支援対象者数
(商工課)

12,608人
(Ｈ31年度)

13,868人 B 84% 12,777人 未達成 10,861人 未達成 11,290人 未達成 10,214人 未達成 11,634人 未達成 5

27,285人
(Ｒ2年10月1日)

26,333人 B 98% 27,066人 未達成 26,759人 未達成 26,451人 未達成 26,068人 未達成 25,856人 未達成

小学校91.6%
中学校84.9%

(Ｈ27～Ｈ31年度平均)

小学校　92.0%
中学校　85.0%

(R3～R7年度平均)
A 100% 小学校　90.3%

中学校　85.6%
未達成

小学校　91.6%
中学校　88.4%

未達成
小学校　91.7%
中学校　86.1%

未達成
小学校　92.1%
中学校　87.7%

達成
小学校　94.0%
中学校　92.0%

達成

基本方向

【当初】窓口1,900件
　電話2,500件

　【R4修正】2,050件
　2,520件

(i)保育園の待機児童者数(保
育課)

15人
(Ｈ31年度)

0人 A 100% 14人 未達成 9人 達成 26人 未達成 6人 未達成 0人 達成 8 〇

(j)放課後児童クラブの待機児
童者数(青少年課)

0人
(Ｈ31年度)

0人 A 100% 0人 達成 0人 達成 0人 達成 0人 達成 0人 達成 9

(k)地域子育て支援拠点の利
用者数(こども支援課)

86,165人
(Ｈ31年度)

93,998人 C 79% 36,389人 未達成 52,227人 未達成 69,089人 達成 72,732人 未達成 74,087人 未達成 10

(l)児童館の利用者数(青少年
課)

275,014人
(Ｈ31年度)

255,750人 B 91% 100,366人 未達成 180,335人 未達成 223,380人 未達成 234,450人 未達成 233,777人 未達成 11

(m)上尾市学力学習状況調査
における市内標準得点(全国
標準得点を50.0とする)(指導
課)

51.2
(Ｈ31年度)

52.2 B 96% 51.1 未達成 49.5 未達成 50.0 未達成 50.2 未達成 50.3 未達成 12

(n)学校応援団の延べ活動日
数(指導課)

11,302日
(Ｈ31年度)

15,000日 C 50% 6,253日 未達成 7,876日 未達成 7,468日 未達成 7,153日 未達成 7,566日 未達成 13

達成 7

(１)結婚・出産・子
育て支援の充実

①結婚、妊娠から子
育てまで切れ目ない
支援の充実

重点施策 　　重要業績評価指標(ＫＰＩ)

③地域全体での子育
て世代の支援

(２)子どもが健や
かに育つことがで
きる環境の整備

①確かな学力と豊か
な心の育成

②魅力ある学校づく
りの推進

窓口2,587件
電話2,599件

◆基本目標１ 活力にあふれたにぎわいあるまちづくり
【全体総括】
数値目標の達成状況がA評価、重要業績評価指標（KPI）は半数がAないしB＋の
評価となっており、概ね達成となった。
引き続き地域経済の活性化を図るため、本戦略（第３期）においても、中小企業等
への支援や企業立地の推進などの取組を進めていく必要がある。

【個別総括】
●「市内法人の従業者数」 （数値目標）
基準値より2,358人増加しており、産業の活性化に資する各種政策等の結果として
一定の効果があったものと考えられる。

●「中小企業サポート件数」（KPI）
R3年度、R4年度と実績値がR7年度目標値(175件)を上回ったため、R7年度までの
目標値を上方修正したが、最終的には新型コロナウイルス感染症の収束に伴う相
談需要の減少や、国・県のコロナ関連支援の縮小等により、見直し後の目標値未
達成となった。

●「キャリア形成支援対象者数」（KPI）
新型コロナウイルス感染症の拡大や、その後の社会経済や働き方の変化等の影
響もあり、目標値を達成していない状況が続いている。

重点施策

②子育て施設・環境
の整備

窓口2,280件
電話2,426件

未達成
窓口2,253件
電話2,271件

未達成
窓口2,569件
電話2,540件

達成
(h)子育て世代包括支援セン
ターでの対応延べ件数(こども
家庭保健課)

窓口1,672件
電話2,182件

(Ｈ31年度)
A 100% 窓口2,030件

電話2,501件
達成

２　明日を担う人が育つま
ちづくり (f)年少人口(行政経営課)

6
◆基本目標２ 明日を担う人が育つまちづくり
【全体総括】
数値目標の達成状況がA及びB（98％）評価、重要業績評価指標（KPI）はA：３つ、
B：２つ、C：２つとなっており、全体としては概ね達成となったものの、一部の指標
ではコロナ禍での社会的変容を受けた結果となった。
引き続き子育て世代に選ばれる環境づくりを進めていく必要があるため、次期戦
略（第３期）においても、妊娠・出産・子育て期にわたり切れ目のないサポートを充
実させるとともに、保育所等、こどもを預けられる環境の整備・充実を主な取組とし
て推進していく必要がある。

【個別総括】
●「年少人口」 （数値目標）
年々減少傾向が続き、基準値より1,４２９人減少しており、目標値とは約１．８％（４
７７人）の乖離が生じた。少子化による社会的減少傾向が、年少人口の転入超過
等の効果を上回る状況となっている。

●「子育て世代包括支援センターでの対応延べ件数」（KPI）
窓口・電話ともに基準値より件数が増加し、最終的に目標値を達成していることか
ら、子育てしやすい環境整備は進んでいるものと考えられる。

●「保育園の待機児童者数」（KPI）
5年間における民間保育施設等の整備によって、待機児童数の減少は概ね成果
が出ており、最終年度に待機児童者数ゼロを達成した。

●「放課後児童クラブの待機児童者数」（KPI）
放課後児童の預かりに対するニーズは増加傾向にある中、市内各所での放課後
児童クラブの整備を進めることで０人を維持している。

●「地域子育て支援拠点の利用者数」（KPI）
新型コロナウイルス感染症の影響による利用者減少からは回復傾向にあるもの
の、就学前児童数の減少や保育施設利用者の増加、本拠点の認知不足により、
目標値未達成となった。

●「学校応援団の延べ活動日数」（KPI）
コロナ禍での社会情勢の変化、共働き世帯の増加やPTA活動の縮小等により、平
日の学校応援団活動に参加するボランティアの確保が難しくなり、目標値未達成
となった。

(g)学校に行くのは楽しいと答える児
童生徒の割合(%)(指導課)

3

②勤労者・就労支援

基本目標 　　数値目標

304件 未達成 238件 未達成 290件 未達成(１)雇用の創出 ①産業の活性化
(c)中小企業サポート件数(商
工課)

159件
(Ｈ31年度) B⁺ 73％

【当初：100％】

　　重要業績評価指標(ＫＰＩ)

306件 達成 391件 達成

達成 58,758人 達成 59,247人 達成 1100% 57,234人 達成 57,509人 達成 57,991人

基本目標 　　数値目標
１　活力にあふれたにぎわ
いあるまちづくり

(a)市内法人の従業者数(商工課・
データ提供：市民税課)

56,889人
(Ｈ31年度) A

♦第２期上尾市地域創生総合戦略評価シート(令和7年度実績) ＜進捗状況総括表＞

5年間の達成状況 達成率

実績値

策定時最新値
令和7年度

(2025)
令和3年度

(2021)
令和4年度

(2022)
令和5年度

(2023)
令和6年度

(2024)
令和7年度

(2025)

頁 第３期
引継ぎ

基本目標ごとの評価・総括

資料１
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基準値 目標値

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

年度目標
の達成

♦第２期上尾市地域創生総合戦略評価シート(令和7年度実績) ＜進捗状況総括表＞

5年間の達成状況 達成率

実績値

策定時最新値
令和7年度

(2025)
令和3年度

(2021)
令和4年度

(2022)
令和5年度

(2023)
令和6年度

(2024)
令和7年度

(2025)

頁
第３期
引継ぎ

基本目標ごとの評価・総括

資料１

813人
(Ｈ31年度)

1,872人 A 100% 1,850人 達成 821人 未達成 1,164人 未達成 1,279人 未達成 1,935人 達成

94%
(Ｈ31年度)

100% B 91% 82% 未達成 79% 未達成 82% 未達成 87% 未達成 91% 未達成

男性17.94
女性20.36

(H30年)

男性19.53
女性21.27 B 95% 男性18.21

女性20.61
未達成

男性18.35
女性20.72

未達成
男性18.20
女性20.62

未達成
男性18.00
女性20.61

未達成 15

基本方向

(r)ＳＮＳ登録者数(広報広聴
課)

13,865人
(R2年3月)

28,000人 A 100% 21,426人 達成 23,756人 達成 25,796人 達成 28,750人 達成 34,974人 達成 16 〇

【当初】90,000千円

【R6修正】800,000千円

(t)スポーツ・レクリエーション
事業の参加者数(スポーツ振
興課)

17,500人
(Ｈ27～Ｈ31年度平均)

20,000人 C 62% 203人 未達成 15,064人 未達成 15,821人 未達成 14,837人 未達成 12,354人 未達成 18 〇

【当初】
胃がん(男性)　3.9%
胃がん(女性)　4.9%
肺がん(男性)　5.5%
肺がん(女性)　7.4%

大腸がん(男性)　13.8%
大腸がん(女性)　17.9%

子宮がん　10.6%
乳がん　11.4%

【R4修正】肺がんのみ
肺がん(男性)　9.0%
肺がん(女性)11.6%

(v)防災士の育成人数(危機管
理防災課)

118人
(Ｈ31年度)

208人 A 100% 145人 未達成 157人 未達成 171人 未達成 186人 未達成 264人 達成 20 〇

【当初】145件

　【R5修正】148件

(x)市内循環バス「ぐるっとく
ん」利用者数(交通防犯課)

480,306人
(Ｈ31年度)

500,000人 C 78% 382,168人 未達成 420,195人 未達成 444,371人 未達成 462,522人 未達成 390,317人 未達成 22 〇

10

2

8

4

B 最終年度の実績値が目標値に対して、達成率８０％以上のもの

C 最終年度の実績値が目標値に対して、達成率８０％未満のもの

②交通手段の充実

A 最終年度の実績値が目標値を達成しているもの

B⁺ 目標値を上方修正した指標で当初目標値は達成しているもの

151件 達成 152件 達成 21 〇140件 達成 146件 達成 148件
(２)安心で良好な
住環境のまちづく
り

①地域防災力の向上
及び災害援助・復旧
体制の確立

(w)災害時応援協定の延べ締
結数(危機管理防災課)

127件
(Ｈ31年度) A 100%

未達成

胃がん(男性)　1.9%
胃がん(女性)　2.7%

肺がん(男性)　10.0%
肺がん(女性)12.9%

大腸がん(男性)11.3%
大腸がん(女性)14.9%

子宮がん　9.2%
乳がん　9.7%

②スポーツ・レクリ
エーション及び健康
づくりの推進

(u)各種がん検診の受診率(健
康増進課)

胃がん(男性)　2.4%
胃がん(女性)　3.5%
肺がん(男性)　4.2%
肺がん(女性)　6.0%

大腸がん(男性)　11.9%
大腸がん(女性)　15.8%

子宮がん　8.6%
乳がん　10.4%

(Ｈ31年度)

B 87%

胃がん(男性)　2.2%
胃がん(女性)　3.2%
肺がん(男性)　8.9%
肺がん(女性)11.5%

大腸がん(男性)11.7%
大腸がん(女性)15.5%

子宮がん　8.3%
乳がん　9.3%

〇未達成 72,544千円 未達成 397,418千円 達成 701,056千円

◆基本目標３ 魅力があり安心して暮らすことができるまちづくり
 【全体総括】
３つの数値目標の達成状況はAが１つで残りがB評価、重要業績評価指標（KPI）
は半数以上がAないしB＋評価となったが、C評価が２つとなった。
基本目標に掲げる「魅力があり安心して暮らすことができるまちづくり」に資する施
策の結果としては、「転入超過の数」が示すとおり概ね達成していると評価できる
一方、イベントなど人が集まる取組の一部の指標では、コロナ禍での影響をはじ
め、高齢化や地球温暖化による気象の変化、施設更新など外的事由による影響
を強く受ける結果となった。
次期戦略（第３期）においても、SNS を活用した情報の発信やイベント、スポーツ
機会等の充実、防災力の向上を図り、多くの人が本市に魅力を感じ、安心・安全
に暮らすことができるよう取組を進めていくことが求められる。

【個別総括】
●「転入超過の数」 （数値目標）
年によって増加の幅はあるものの、基準値を下回ることは無く、近年の全国的な
人口減少の影響が問われる中でも順調に推移している。

●「地域防災訓練の実施率」（数値目標）
新型コロナウイルス感染症の収束に伴う自治会活動の再開により、参加率は増
加傾向にあり、コロナ前と比較して9割まで回復したものの、自治会員の高齢化等
が影響し、目標値未達成となった。

●「ふるさと納税の寄附額」（KPI）
R5年度実績値がR7年度目標値を上回ったため、目標値を上方修正。当初の目標
値に対しては大幅に達成し増加傾向にあったが、R7年度は返礼品の主力商品で
ある自転車の提供が一時滞ったことに伴う寄附額減少により、目標値を下回っ
た。

●「スポーツ・レクリエーション事業の参加者数」（KPI）
計画期間当初に発生した新型コロナウイルス感染症の影響によるスポーツイベン
トの中止・縮小や、コロナ禍の生活様式・価値観の変化による参加者の減少は、こ
の5年間である程度回復したが、R7年度は会場修繕に伴う上尾市民体育祭・上尾
シティハーフマラソンの規模縮小、荒天による市民駅伝の中止が影響し目標値未
達成となった。

●「市内循環バス「ぐるっとくん」利用者数」（KPI）
コロナ禍後の外出機会の増加に伴い、利用者数は順調に増加していたが、令和7
年度の運賃改定の影響により減少した。しかしながら、この影響は一時的なものと
分析しており、従前の水準に戻る見込みと考えられる。

未達成 19未達成

胃がん(男性)　2.0%
胃がん(女性)　3.0%
肺がん(男性)　9.8%
肺がん(女性)12.4%

大腸がん(男性)11.6%
大腸がん(女性)15.1%

子宮がん　8.5%
乳がん　10.7%

未達成

胃がん(男性)　2.0%
胃がん(女性)　3.0%
肺がん(男性)　9.6%
肺がん(女性)12.6%

大腸がん(男性)11.3%
大腸がん(女性)14.9%

子宮がん　8.4%
乳がん　10.3%

未達成

胃がん(男性)　2.0%
胃がん(女性)　2.9%

肺がん(男性)　10.0%
肺がん(女性)12.9%

大腸がん(男性)11.5%
大腸がん(女性)15.1%

子宮がん　9.0%
乳がん　10.8%

達成

①魅力の発信

(s)ふるさと納税の寄附額(財
政課)

19,931千円
(Ｈ31年度) B⁺ 70%

【当初：100％】
69,887千円

３　魅力があり安心して暮
らすことができるまちづくり (o)転入超過の数(行政経営課)

14

(p)地域防災訓練の実施率(危機管理
防災課)

(q)健康寿命(健康増進課)

重点施策 　　重要業績評価指標(ＫＰＩ)

(１)魅力の創出

未達成 562,278千円 未達成 17

基本目標 　　数値目標
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02_【資料１】第2期上尾市地域創生総合戦略評価シート（令和7年度実績）.xlsx

基本目標１　活力にあふれたにぎわいあるまちづくり

（a）市内法人の従業者数

R5修正 R5修正 R5修正

R4修正 R4修正 R4修正 R4修正

当初(R3) 当初(R3) 当初(R3) 当初(R3) 当初(R3)

※〔　　〕…単年度目標値との差

５年間の総括
新型コロナウイルス感染症の収束に伴い、設立・開設した法人数の増加や大手企業の採用が増加し、従業者数は毎年度漸増した。

備考

指標の説明： 雇用が創出された人数。
56,889人 57,600人

数値目標 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課

データ提供：市民税課
R4とR5の目標値を上方修正

R3 R4 R5 R6 R7

人57,539 57,569

商工課

57,600

57,991 人

経過の考察
設立・開設した法人数の増加や大手企業の従業員数の増加によって上昇した。

58,758 人 59,247 人実

績

値

人 人目標値

達成

57,234 人 57,509 人

人289

56,945

今後の見通し
内閣府・財務省の共管調査「法人企業景気予測調査」では、令和８年４月～９月の景況の見通しは、「下降」を見込む中小企業が多い一方で、雇用数が多い大企業及
び中堅企業は「上昇」を見込んでいることから、令和８年度は微増が見込まれる。
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（b）利用権が設定された農地の面積
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
令和７年度改正により、従来の利用権設定等促進事業による利用権設定は廃止され、農地の貸し借りは農地中間管理機構（農地バンク）経由の「農地中間管理事業」に一本化された。地
域計画での協議の場において新制度の周知を行い、更新を促した。

今後の戦略
今後は、廃止された利用権設定等促進事業から農地中間管理事業への移行を推進するため、利用権設定等促進事業での満了に伴う更新手続きについて周知を徹底する。

基本方向 （１）雇用の創出 重点施策 ①産業の活性化

基準値　H31年度

指標の説明： 農地を借りたい者と高齢などにより耕作できない農地所有者との間で利用権が設定された

農地の面積。
64ha

指標分析担当課重要業績評価指標（KPI） 目標値　R7年度

66ha

実

績

値

ha

62 ha 62 ha

備考

農政課

R7

目標値 62 ha 63 ha 65

R3 R4 R5 R6

66 ha

達成 達成

65 ha

0

64

62

7 ha

ha

73 ha

126

599 453 306 160

645 499

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

ha

0 ha ▲ 1 ha ▲ 2 ha

352

580

未達成 未達成

1,095

206 農業制度資金利子補給
事業(農政課)

農業制度資金利子補給
事業(農政課)

農業制度資金利子補給
事業(農政課)

ha

2,533

213

5,386 7,795

213

751

843

アグリサポーター育成事
業(農政課)

拡 農業後継者育成事業(農
政課)

拡 農業振興費補助事業(農
政課)

6,907

3,081

5,020

経過の考察
農地利用拡大を希望する農業者と農地所有者との利用権設定が増加し、当初目標を上回る結果となった。

289 213 213アグリサポーター育成事
業(農政課)

212211 102

アグリサポーター育成事
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1,179

5,379
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農業制度資金利子補給
事業(農政課)
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政課)
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政課)

3,598

55

60

65

70

75

R3 R4 R5 R6 R7

（ha）

目標 実績

2



02_【資料１】第2期上尾市地域創生総合戦略評価シート（令和7年度実績）.xlsx

（c）中小企業サポート件数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

経過の考察

令和３年度及び４年度は、新型コロナウイルス感染症の影響により、補助金や資金繰りに関する相談が増加し、実績は高い水準で推移した。令和５年度以降は、国や県のコロナ関連支援
の縮小や、アフターコロナにおける経営改善に向けた取組の落ち着きなどにより、相談件数は全体として減少傾向となっていた。
一方、近年では物価高騰や人手不足への対応として、事業再構築や生産性向上、販路開拓などに関する相談が増えており、新たな取組に挑戦する事業者の動きが見られる。また、創業
相談についても相談が増加傾向にある。引き続き、中小・小規模事業者に対する支援の必要性は高いものと認識している。

５年間の総括
中小企業サポートセンターは令和3年の開設以来、経営におけるよろず支援拠点として、延べ1,500件を超える相談を受け、中小企業診断士など経営のプロフェッショナルによる経営課題
の解決や、時勢に即した支援策を講じてきた。本市の産業の持続的発展を支える拠点となっている。

基本方向 （１）雇用の創出 重点施策 ①産業の活性化

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課

件 件394 397

備考

指標の説明： 企業訪問・創業・販路開拓、よろず相談を通じて支援した件数。
159件 400件 商工課 R5から目標値を上方修正

件
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中小企業融資あっせん事
業(商工課)

17,043 中小企業融資あっせん事
業(商工課)

14,849 拡 中小企業融資あっせん事
業(商工課)

進
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況

達成 達成 未達成 未達成

新 中小企業サポート事業
(商工課)

23,508 中小企業サポート事業
(商工課)

24,750 中小企業サポート事業
(商工課)

12,359

15,102

1,784 1,533 1,423 1,123 8,413

中小企業サポート事業
(商工課)

18,865

15,167

7,251

産業振興推進事業(商工
課)

中小企業融資あっせん事
業(商工課)

9,619

14,858

中小企業サポート事業
(商工課)

11,700

2,242 拡

中小企業融資あっせん事
業(商工課)

産業振興推進事業(商工
課)

8,436

2,530 3,747 2,004 8,263

20,139 20,650 10,852 10,344

産業振興推進事業(商工
課)

中小企業支援事業(商工
課)

産業振興推進事業(商工
課)

10,657

新 商店街等活力再生推進
支援金事業(商工課)

6,000 商店街等支援事業(商工
課)

6,679

5,151 産業振興推進事業(商工
課)

4,702

新 中小企業支援事業(商工
課)

700

拡 商店街等支援事業(商工
課)

8,819

中小企業支援事業(商工
課)

400

4,554 6,195 6,285 8,521

商店街等支援事業(商工
課)

8,333

355 271 157 14 7,321

中小企業支援事業(商工
課)

170 14

拡

1,880

新 中小・小規模事業者事業
継続支援金事業(商工課)

145,067

中小・小規模事業者物価
高騰等対策支援金事業
（商工課）

315,156

商店街等支援事業(商工
課)

6,885

商店街等支援事業(商工
課)

52,313 新

47,231 202,568

443,665

389,980

中小・小規模事業者エネ
ルギー価格高騰対策支
援金事業（商工課）

中小・小規模事業者原油
価格・物価高騰等対策支
援金事業（商工課）

277,622

88,688

件163

今後の戦略
物価高騰や人手不足に加え、中東情勢の影響も懸念されており、中小企業を取り巻く経営環境は依然として厳しい状況が想定される。今後も時勢に即した事業者ニーズに対応するため、
専門家の充実に努め、事業者の経営課題解決に向け、適切な支援を継続的に展開していく。また、引き続きサポートセンターの認知度の向上に努めていく。
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（d）法人市民税額
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
アフターコロナの影響により、令和5年度まで法人市民税の調定額は減少傾向にあったものの、設立・開設した法人数の増加や大手企業の採用が増加したことにより、令和6年度以降は回
復傾向となり、令和7年度の法人市民税の調定額は令和３年度の額を超えることとなった。

今後の見通し
内閣府・財務省の共管調査「法人企業景気予測調査」では、自社の景況について、令和８年１月～３月の現状及び４月～９月の見通しを「下降」傾向と見ている中小企業が多く、今後も中
東情勢による原油価格等の高騰の影響を受けることが想定されるため、引き続き経済情勢を注視していく必要がある。

経過の考察
設立・開設した法人数や大手企業の従業員数が増加したことにより、法人市民税の調定額は目標値には達していないものの、前年度と比較して増加した。
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88,688

新 中小企業支援事業(商工
課)

800

355 202,568 389,980

315,156700 中小・小規模事業者原油
価格・物価高騰等対策支
援金事業（商工課）

新 雇用促進助成事業(商工
課)

中小企業サポート事業
(商工課)

12,359

170 中小企業支援事業(商工
課)

14

277,622

1,880

中小・小規模事業者エネ
ルギー価格高騰対策支
援金事業（商工課）

中小・小規模事業者物価
高騰等対策支援金事業
（商工課）

707 20,650 10,852 10,344

5,040

9,619

20,139 271 157 14

中小企業支援事業(商工
課)

中小企業サポート事業
(商工課)

11,700ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

▲2億7,553万 円

1,784 1,533 1,423 1,123

新 中小企業サポート事業
(商工課)

23,508 中小企業支援事業(商工
課)

400

758 中小企業サポート事業
(商工課)

24,750

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

584775

14,858
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捗
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況

達成 未達成 未達成

新 商店街等活力再生推進
支援金事業(商工課)

商店街等支援事業(商工
課)

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

503

47,231 721 522 437 503

52,313 ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

8,413

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

519

6,000

15億5,199万

円

中小企業融資あっせん事
業(商工課)

14,849 拡 中小企業融資あっせん事
業(商工課)

6,195

商店街等支援事業(商工
課)

6,679

4,554

中小企業サポート事業
(商工課)

18,865

443,665

新 中小・小規模事業者事業
継続支援金事業(商工課)

145,067

商店街等支援事業(商工
課)

商店街等支援事業(商工
課)

8,819 商店街等支援事業(商工
課)

8,333

中小企業融資あっせん事
業(商工課)

17,043

16億1,100万

▲1億9,661万 円

18億639万 円

1億5,500万 円

15,102

拡

未達成

19億500万 円 20億300万 円

未達成

中小企業融資あっせん事
業(商工課)

6,285 8,521 7,321

6,885

15,167 中小企業融資あっせん事
業(商工課)

基本方向 （１）雇用の創出 重点施策 ①産業の活性化

重要業績評価指標（KPI）

実

績

値

円 16億2,947万 円円

円 17億900万 円 18億700万 円

▲1億4,053万 円 ▲2億5,501万

17億6,600万 円 15億6,847万

基準値　H31年度 目標値　R7年度

目標値

指標分析担当課 備考

指標の説明： 法人の仕事の成果を示す数値である法人税額（市内に事務所や事業所がある法人に対し均

等割及び法人の所得に応じて課される税）。税額は調定額となる。
19億2,891万円

R3 R4 R5 R6 R7

20億300万円 商工課 データ提供：市民税課

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

R3 R4 R5 R6 R7

（万円）

目標 実績
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（e）キャリア形成支援対象者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括

時勢に沿ったテーマのセミナーの開催や、令和６年度に個別就職相談とふるさとハローワークを一体的な相談体制とし、就労希望者が相談しやすい環境整備を行うなど、支援の質の向上
を図ってきた。一方、ハローワークオンライン職業相談の浸透や、民間の求人募集サービスが充実したことにより、ふるさとハローワーク窓口相談の大幅な減少等に繋がったことから、目標
値に届かなかった。

今後の戦略
国や県と連携を図りながら相談窓口やセミナー等を開催し、支援が必要な人へのサポートを行っていく。また、個別就職相談の相談内容やセミナーのアンケート結果等から、どのような就職
支援が求めているのか情報を収集し、ニーズに即したセミナーを開催する。

経過の考察
労働セミナー及び女性向けセミナーの開催回数の増加や動画配信の受講状況が好調であったことから、全体の件数は前年度と比較して増加した。

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

519

707 721 522 437

800

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

▲ 3,386 人

47,914 48,550 37,995 35,169

新 雇用促進助成事業(商工
課)

5,040

758 ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

775

労働団体補助事業(商工
課)

169169

34,235

進

捗

状

況

未達成 未達成 未達成

勤労者住宅資金貸付事
業(商工課)

勤労者住宅資金貸付事
業(商工課)

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

503

153 49 137 139 503

153 労働団体補助事業(商工
課)

34,235

労働団体補助事業(商工
課)

169

180,000

11,290

人

勤労者福祉サービスセン
ター補助事業(商工課)

48,550 勤労者福祉サービスセン
ター補助事業(商工課)

180,000

勤労者住宅資金貸付事
業(商工課)

180,000

180,000

ワークプラザあげお管理
運営事業(商工課)

584

労働団体補助事業(商工
課)

勤労者住宅資金貸付事
業(商工課)

150,000 勤労者住宅資金貸付事
業(商工課)

150,000

勤労者福祉サービスセン
ター補助事業(商工課)

48,598

13,000

▲2,234 人

11,634 人

▲ 223 人

35,169

未達成

13,600 人 13,868 人

未達成

勤労者福祉サービスセン
ター補助事業(商工課)

150,000 150,000 150,000

150,000

39,865 勤労者福祉サービスセン
ター補助事業(商工課)

基本方向 （２）労働環境の充実 重点施策 ②勤労者・就労支援

重要業績評価指標（KPI）

実

績

値

人 10,214 人人

人 13,200 人 13,400 人

▲2,339 人 ▲2,110

12,777 人 10,861

基準値　H31年度 目標値　R7年度

目標値

指標分析担当課 備考

指標の説明： 就職セミナーや個別就職相談等の相談者数(参加者数)。
12,608人

R3 R4 R5 R6 R7

13,868人 商工課

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

R3 R4 R5 R6 R7

（人）

目標 実績
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基本目標２　明日を担う人が育つまちづくり

（f）年少人口

※〔　　〕…単年度目標値との差

（g）学校に行くのは楽しいと答える児童生徒の割合（％）

※〔　　〕…単年度目標値との差

５年間の総括
小・中学校ともに目標値を達成する年があるなど、全体として安定して高い割合を維持した。要因として、学校行事等の精査や効果的な取組の推進に加え、いじめの
未然防止や道徳教育の充実により、学校が子供たちの確かな居場所として機能したことが挙げられる。さらに、授業での効果的なICT活用による対話的活動の充実
が、「学校に行くのが楽しい」という実感に大きく寄与したものと考えられる。

５年間の総括
年少人口は減少傾向にあり、その要因となる合計特殊出生率および出生数も低下が続いている。このような状況を踏まえ、子育て世代に対する施策の推進及び周知
を一層図るとともに、安心してこどもを産み育てられる環境の充実に努め、年少人口の減少抑制に取り組む必要がある。

中学校 85.6

小学校 91.6

中学校 88.4 中学校 92.3

小学校 92.1

中学校 87.7

90.3
% %

小学校 94.0
% %

小学校91.6%
中学校84.9％

R3 R4

目標値
85.0

小学校

中学校
%

92.0 小学校 92.0
%

中学校 85.0

数値目標

R3 R4 R5 R6

実

績

値 人

指標分析担当課 備考

指標の説明：

26,333人

目標値　R7基準値　Ｒ2年10月1日

27,285人 行政経営課

27,066 人 26,759 人 26,451

▲ 264

人 26,333目標値 27,095 人 26,905 人

備考

26,715

▲ 457

人 26,525 人

人

人

人 26,068

人 ▲146 人

経過の考察

年少人口は減少傾向にある。また、自然増減に関わる出生数については、令和６年度1,374人から令和７年度1,364人と減少傾向が続いている。一方、社会増減の要
因である年少人口の転入超過数は、令和6年度の212人から令和7年度には327人へと増加している。しかしながら、年少人口から生産年齢人口（１５～６４歳）へ移行す
る人数の方が600人程度多いため、結果として年少人口全体は減少している。

R7

人 25,856

人

未達成 未達成 未達成 未達成 未達成

▲29 ▲ 477

小学校　92.0%
中学校　85.0%

毎年、全国の小学校第6学年、中学校第3学年を対象に実施される「全国学力学習

状況調査」。児童生徒の健全育成や学校生活の充実は、児童生徒が学校に行くこと

が楽しいと感じることにつながると考え、この指標を設定。

進

捗

状

況

指導課

数値目標
基準値

 H27～H31年度平均

目標値

R3～R7年度平均
指標分析担当課

今後の戦略
子育て世代に対する施策の推進およびPRを図り、年少人口の減少の抑制に努める。

指標の説明：

%
中学校 85.0 85.0

小学校 92.0
%

中学校 85.0

小学校 92.0
%

中学校

経過の考察

小・中学校ともに、目標値を上回った。学校行事等において、各校で、学校教育に必要なものの精査が順調に行われるとともに、効果的な取組が推進されてきた。ま
た、いじめの未然防止・早期発見等の対応や、一人一人の良さを認める、道徳教育の推進により、学校が児童生徒にとっての居場所として機能していることが考えられ
る。

今後の戦略

各中学校区において小中一貫教育を行い、９年間の系統性と連続性のある学びを実践していく。個別最適な学びと協働的な学びを具現化するため、デジタルとアナ
ログのベストミックスによる学習の充実を行い、主体的・対話的で深い学びを各校でさらに推進していく。また誰にとっても居心地のよい学級づくりを行うために道徳教育
を推進していくとともに、関係機関等との積極的な連携を図り、不登校児童生徒を生まない取組も推進していく。

達成

%

%
小学校 2.0

中学校

進

捗

状

況

小学校 91.7

中学校 86.1

小学校 ▲ 0.3

小学校

小学校 ▲ 1.7

未達成 未達成 達成

実

績

値

出生数を含む子育て支援の対象数。

年少人口：0歳から14歳

中学校

未達成

7.31.1

小学校 0.1

中学校中学校 3.4
%

▲ 0.4

2.7中学校
% %

0.6
%

小学校

R5 R6 R7

小学校 92.0

80.0

82.0

84.0

86.0

88.0

90.0

92.0

94.0

96.0

R3 R4 R5 R6 R7

（％）

目標（小学校） 実績（小学校） 目標（中学校） 実績（中学校）
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26,000
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（h）子育て世代包括支援センターでの対応延べ件数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
令和7年4月に「子育て世代包括支援センター（母子保健）」と「子ども家庭総合支援拠点（児童福祉）」を一体とした、相談窓口「こども家庭センター」へ組織再編し、妊娠期から子育て期にわたり切れ
目のない相談支援を継続している。年々、相談件数は増加傾向にあり、妊産婦や子育て世帯にとって身近な相談窓口となっている。

690 484 181 2,646

件
窓口

ブックスタート事業（図書
館）

296 353

子どもショートステイ事業
(子ども家庭総合支援セン
ター)

567 882

ブックスタート事業（図書
館）

▲ 79

達成

142

2,698

2,456

オンライン子育て支援事業
(健康増進課)

10,510 16,780

12,342

オンライン子育て支援事業
(こども家庭保健課)

2,087 2,279

2,537

産前産後ヘルパー派遣事
業(子ども家庭総合支援セ
ンター)

709 拡616 2,914

2,434

今後の戦略

こども家庭センターを設置し、児童福祉担当、母子保健担当が一体となった包括的な支援を行っている。妊娠に関することから子育てにわたり、切れ目のないサポートに努める。子育て世代が安心し
て出産・子育てできる「子育てしやすいまち」の実現に向け、引き続き、妊産婦や子育て世帯への周知に努め、相談支援を行うとともに、令和8年度から市内11か所に地域子育て相談機関を開設し、
相談支援の強化を図る。

養育支援訪問事業(子ども
家庭総合支援センター)

1,397

518 375 830

養育支援訪問事業(子ども
家庭総合支援センター)

経過の考察

ブックスタート事業（図書
館）

母子健康手帳交付時から母子保健コーディネーターがすべての妊婦に対し面接を実施、その後も妊娠34週を目途に電話による相談支援、出産後の新生児訪問の案内等、継続した伴走型支援を
行っている。身近な相談窓口として、対象者への寄り添った切れ目のない相談支援についての認知が進んだことから、窓口及び電話相談ともに件数が増加しているものと考える。

件

拡 子どもショートステイ事業
(子ども家庭総合支援セン
ター)

882

650 601 2,164 8,157

子どもショートステイ事業
(子ども家庭総合支援セン
ター)

▲ 239

窓口
件

電話

窓口

1,870

2,480

窓口

電話

拡

887

ブックスタート事業（図書
館）

①結婚、妊娠から子育てまで切れ目ない支援の充実

妊産婦保健事業(こども家
庭保健課)

妊娠・出産包括支援事業
(こども家庭保健課)

備考指標分析担当課

R7

2,280

2,540

窓口 524
件

電話 25

213
件

電話

親子訪問指導事業（こども
家庭保健課)

79

154,131

21,130妊娠・出産包括支援事業
(健康増進課)

487

657

子育て支援情報モバイル
サービス事業(健康増進課)

775

10,509

子育て支援情報モバイル
サービス事業(健康増進課)

505

775

718

子どもショートステイ事業
(子ども家庭総合支援セン
ター)

2,441 拡 ハイリスク産婦対策事業(健
康増進課)

8,670

39 65 143 373

655

616 産前産後ヘルパー派遣事
業(子ども家庭総合支援セ
ンター)

拡

139,994 144,317 140,549 138,051

140,546 拡

142,212

妊産婦保健事業(健康増
進課)

147,490 妊産婦保健事業(健康増
進課)

145,130 拡153,329妊婦保健事業(健康増進
課)

295 284

774 774 774

妊娠・出産包括支援事業
(健康増進課)

301 妊娠・出産包括支援事業
(健康増進課)

311 妊娠・出産包括支援事業
(健康増進課)

415 拡

4,941

104

親子教室運営事業（こども
発達センター）

165親子訪問指導事業(健康
増進課)

1,057

拡 親子健康教育相談事業
(健康増進課)

3,441

240

拡

16,548

766 667

親子教室運営事業（発達
支援相談センター）

279 親子教室運営事業（発達
支援相談センター）

276

1,560

84

親子訪問指導事業(健康
増進課)

274 248 261 260 234

拡 親子訪問指導事業(健康
増進課)

1,601

3,073 3,374 3,411 4,473 4,804

親子健康教育相談事業
(健康増進課)

3,417 拡 親子健康教育相談事業
(健康増進課)

3,621 親子健康教育相談事業(こ
ども家庭保健課)

4,549

610

実

績

値

妊婦保健事業(健康増進
課)

養育支援訪問事業(子ども
家庭総合支援センター)

進

捗

状

況

達成

294

窓口

電話

2,030

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

親子教室運営事業（発達
支援相談センター）

子育て支援情報モバイル
サービス事業(健康増進課)

ハイリスク産婦対策事業(健
康増進課)

産前産後ヘルパー派遣事
業(子ども家庭総合支援セ
ンター)

1,023 ハイリスク産婦対策事業(健
康増進課)

2,253
件

電話

ブックスタート事業（図書
館）

2,501

窓口 200

電話 71

件

件

親子訪問指導事業(健康
増進課)

親子健康教育相談事業
(健康増進課)

289 親子教室運営事業（発達
支援相談センター）

982

775

拡 ハイリスク産婦対策事業(健
康増進課)

指標の説明： 子育て世代のサポートのために行った情報提供や相談件数。 窓口1,672件
電話2,182件

窓口2,050件
電話2,520件

こども家庭保健課 R4から目標値を上方修正

未達成 未達成 達成

件
電話 2,426

窓口 245
件

電話

件
電話 2,599

窓口

R3 R4

2,430

R5

基本方向 （１）結婚・出産・子育て支援の充実 重点施策

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度

2,271

窓口

窓口

件
窓口 1,830

電話

1,840 1,860窓口

窓口

2,510電話
目標値

窓口 2,040

R6

件
窓口 2,050

電話

537
件

電話

窓口 2,587

件 件

件
電話 2,520

1,900

2,500

窓口

窓口 2,045

電話 2,515

2,569

件
電話

2,035
件

2,505

電話 2,450 2,460電話

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

2,030 2,280 2,253 2,569 2,587

（件）

目標(窓口) 実績(窓口) 目標(電話) 実績(電話)
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（i）保育園の待機児童者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
令和５年度に上尾市保育環境整備計画を策定し、それに基づき保育需要を毎年度見直し、計画的に保育の供給体制を整備してきたことで、最終目標である待機児童ゼロを達成すること
ができた。

今後の戦略
待機児童ゼロの継続を目指し、上尾市保育環境整備計画に基づき保育需要を毎年度見直し、計画的に保育の供給体制を整備していく。

経過の考察
認可保育所等への新規入所申込者数は依然として高止まりの傾向が続いているが、令和７年４月に認可保育所を３園整備し保育の受け皿を拡大したところ、待機児童ゼロを達成すること
ができた。

0

地域型保育事業(保育課) 835,437

認定こども園移行支援事
業(保育課)

3,000

認定こども園移行支援事
業（繰越明許）(保育課)

3,000

807,355 3,000

1,292,169

642,750

1,630,917

17,600 882,517 915,714 1,232,999 1,333,670

拡 地域型保育事業(保育課)

202,732

市立保育所耐震補強事
業(保育課)

29,491 地域型保育事業(保育課) 958,366

235,480 拡 民間保育所施設整備事
業(保育課)

地域型保育事業(保育課) 1,005,725 拡 地域型保育事業(保育課)

民間保育所施設整備事
業(保育課)

883,455 民間保育所施設整備事
業(保育課)

民間保育所施設整備事
業(保育課)

642,446

61,808 801,855

家庭保育室委託事業(保
育課)

2,080

病児・病後児保育事業
(保育課)

36,245 病児・病後児保育事業
(保育課)

725,025

36,112 病児・病後児保育事業
(保育課)

36,245

335,440

家庭保育室委託事業(保
育課)

703

782 348 365

41,548

34,844 36,965 39,748

拡 病児・病後児保育事業
(保育課)

38,735

1,549

338,242民間保育所施設整備事
業(保育課)

家庭保育室委託事業(保
育課)

拡 病児・病後児保育事業
(保育課)

58,504 26,346 151,235 84,646 184,634

拡

212,107 307,282

3,101,021 民間教育・保育施設運営
費給付事業(保育課)

3,304,066

家庭保育室委託事業(保
育課)

2,215

4,177,081 拡民間教育・保育施設運営
費給付事業(保育課)

拡 3,768,799 拡

4,489,190

達成

市立保育所施設改修事
業(保育課)

民間教育・保育施設運営
費給付事業(保育課)

5,348,682

3,497,714 3,961,305

370,537

拡 市立保育所施設改修事
業(保育課)

226,785

拡 民間保育所運営費等補
助事業(保育課)

597,709

家庭保育室委託事業(保
育課)

1,122

119,745 市立保育所施設改修事
業(保育課)

36,620 拡 市立保育所施設改修事
業(保育課)

2,870,020 2,998,675

393,558

民間教育・保育施設運営
費給付事業(保育課)

拡 民間保育所運営費等補
助事業(保育課)

2,000 1,040

33,333 34,014

進

捗

状

況

民間教育・保育施設運営
費給付事業(保育課)

未達成 達成 未達成 未達成

268,361 363,948

89,813

民間保育所運営費等補
助事業(保育課)

354,177

159,580

民間保育所運営費等補
助事業(保育課)

534,366

拡

拡民間保育所運営費等補
助事業(保育課)

273,030

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

市立保育所施設改修事
業(保育課)

▲ 2 人 1 人 ▲21 ▲ 6

実

績

値

14 人 9 人 26

目標値 12 人 10 人 人

R3 R4 R5 R6 R7

5 人 0 人 0

人 0 人

0 人

人

人 6 人

指標の説明： 厚生労働省が提示している定義による市内保育園の待機児童者数。
15人 0人 保育課

基本方向 （１）結婚・出産・子育て支援の充実 重点施策 ②子育て施設・環境の整備

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課 備考

0

5

10

15

20
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30

R3 R4 R5 R6 R7

（人）

目標 実績
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（j）放課後児童クラブの待機児童者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

今後の戦略

令和８年度から新たに創設した民間放課後児童クラブ事業費補助制度の活用により、保育面積の確保が必要な小学校区に民間事業者を誘致し、待機児童ゼロを継続していく。さらに、近
年需要が高まっている昼食提供や英語学習などの習い事に対応できる民間学童保育所の参入により、従来の委託事業による学童保育所では実現できていない幅広いニーズに応える体
制をつくることで、個々のニーズに応じた学童保育所を選択できるようにし、利用者の満足度向上を目指す。

５年間の総括

保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生が放課後を過ごす居場所としてこの５年間で９施設の放課後児童クラブの整備を進め、３６０人程度の受け入れ枠の拡充を行ったことにより
待機児童ゼロを継続し、保護者の就労を支援することができた。

経過の考察
令和７年度当初入所申請のうち入所要件を満たす2,786件のすべての児童を受け入れ、待機児童ゼロを維持することができた。

497,114 534,081 562,067 698,250 759,846

拡

69,080

達成

放課後児童健全育成事
業(青少年課)

拡 放課後児童健全育成事
業(青少年課)

771,687510,699 放課後児童健全育成事
業(青少年課)

540,970 拡 放課後児童健全育成事
業(青少年課)

進

捗

状

況

達成 達成 達成 達成

72,930 5,973

703,157

放課後児童クラブ整備事
業(青少年課)

62,000

570,820

放課後児童クラブ整備事
業(青少年課)

6,259

拡

新 放課後児童クラブ整備事
業(青少年課)

74,283

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

放課後児童健全育成事
業(青少年課)

0 人 0 人 0 0

実

績

値

0 人 0 人 0

目標値 0 人 0 人 人

R3 R4 R5 R6 R7

0 人 0 人 0

人 0 人

0 人

人

人 0 人

指標の説明： 保護者が労働等により昼間家庭にいない小学生が放課後を過ごす放課後児童クラブの待機

児童者数。
0人 0人 青少年課

基本方向 （１）結婚・出産・子育て支援の充実 重点施策 ②子育て施設・環境の整備

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課 備考
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（k）地域子育て支援拠点の利用者数

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
コロナ禍における活動制限により、一時は利用者数の減少を余儀なくされた。しかし、各拠点による創意工夫を凝らした事業展開や、SNS等のデジタル媒体の積極導入により、利用者数は
着実な回復と増加軌道に乗せることができた。目標値には及ばなかったものの、この5年間の経験から各拠点との連携をより一層強化し、さらなる利用促進に努める。

今後の戦略

本拠点の主な利用者層である0歳から2歳児については、利用者の入れ替わりが激しく、従来の周知方法では新規の対象層に情報が届きにくい傾向がある。そのため、本拠点を利用したこ
とのない子育て家庭へ確実に情報を届けるため、プッシュ型通知の強化や広報特集記事の掲載を継続的に実施し、利用促進を図る。
また、各拠点が地域の子育て家庭にとってより身近な存在となるよう、創意工夫を凝らしたプログラムや活動の展開を支援し、拠点全体の利用率向上を目指す。

経過の考察

令和７年度の利用者数は74,087人（前年度比約102%）となり、利用者は増加傾向にあるものの、目標値には及ばなかった。各拠点の状況を比較すると、約6割の施設で前年度から利用者
数が増加した一方、減少または横ばいの施設も見受けられる。
この背景として、令和元年10月の保育無償化に伴う保育需要の拡大を受け、令和５年度以降、市内の保育施設数を拡充しており、保育施設への入所希望者は年々増加している。その一
方で、就学前児童の総数は減少傾向にあるなど、本拠点の主対象となる未就学児の母数そのものが減少しているという構造的な課題がある。また、利用対象となる子育て家庭が数年で入
れ替わるため、本拠点そのものの認知不足が利用促進の妨げとなっており、これが目標未達成の一因と考えられる。

子育て支援センター管理
運営事業（子育て支援セ
ンター）

811 子育て支援センター運営
事業（子育て支援セン
ター）

1,433

338 369 1,160

391子育て支援センター運営
事業（子育て支援セン
ター）

7,282 8,202 8,394 11,302 10,539

315 262

89,033 地域子育て支援拠点運
営事業(子ども支援課)

99,808

子育て支援センター管理
運営事業（子育て支援セ
ンター）

845

102,614 拡地域子育て支援拠点運
営事業(子ども支援課)

拡 100,683 拡

100,864

未達成

ファミリー・サポート・セン
ター事業(子ども支援課)

地域子育て支援拠点運
営事業(こども支援課)

105,596

92,807 97,966

350

ファミリー・サポート・セン
ター事業(こども支援課)

10,539

子育て活動推進事業費
補助事業(こども支援課)

350

子育て支援センター運営
事業（子育て支援セン
ター）

360

8,909 ファミリー・サポート・セン
ター事業(子ども支援課)

8,202 ファミリー・サポート・セン
ター事業(子ども支援課)

81,304 92,270

350

地域子育て支援拠点運
営事業(子ども支援課)

子育て活動推進事業費
補助事業(子ども支援課)

713 809

進

捗

状

況

地域子育て支援拠点運
営事業(子ども支援課)

拡

未達成 未達成 達成 未達成

350 350

11,302

子育て活動推進事業費
補助事業(子ども支援課)

350

8,394

子育て活動推進事業費
補助事業(子ども支援課)

350

拡

子育て活動推進事業費
補助事業(子ども支援課)

315

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

ファミリー・サポート・セン
ター事業(子ども支援課)

▲2,539 人 ▲469 人 2,626 ▲ 7,499

実

績

値

36,389 人 52,227 人 69,089

目標値 38,928 人 52,696 人 人

R3 R4 R5 R6 R7

66,463 人 80,231 人 93,998

人 ▲ 19,911 人

74,087 人

人

人 72,732 人

指標の説明： 地域の子育て世代への支援の充実を図るため、市内にある一部の保育園や幼稚園などに設

置している支援拠点の利用者数。
86,165人 93,998人 こども支援課

基本方向 （１）結婚・出産・子育て支援の充実 重点施策 ③地域全体での子育て世代の支援

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課 備考
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（l）児童館の利用者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括

２歳児対象のプレ幼稚園や共働き世帯の増加に伴い、平日に児童館を利用する人や時間が変化していることから、それに伴って事業の新規拡充や見直しを行った。児童館は、こどもたち
が健やかに成長するための居場所の一つとなっていることから、引き続き、安心して親子が集い、遊びなどを通じて楽しみながら交流を深める場を提供する。また、児童館は０歳から１８歳ま
での幅広い年齢のこどもが利用できる施設であるが、年齢が上がるにつれて利用者数は減少する。小・中・高校生向けの事業の新規拡充や見直しを行うとともに、周知方法を工夫する必
要がある。

今後の戦略
今後も事業の充実に努めることで、こどもたちに健全な遊びを与え、健康の増進と情操を豊かにするよう図るとともに、来館者が安心して過ごせるよう計画的に施設を維持管理し、市の子育
て拠点の役割を果たしていく。

経過の考察
児童館アッピーランドは前年度に比べて来館者が増加したが、児童館こどもの城は乳幼児室等の空調設備が故障したことにより使用できなくなったことから前年度に比べて来館者数が減
少した。結果として目標を達成することができなかったが、児童館のニーズは高く、親子が集い、遊びなどを通じて楽しみながら交流する場を提供することができた。

54,336 61,055 55,880 57,167 88,881

拡

58,926 61,049

未達成

児童館アッピーランド管
理運営事業(青少年課)

65,183

拡 児童館アッピーランド管
理運営事業(青少年課)

90,333

拡 児童館こどもの城管理運
営事業(青少年課)

70,794

54,009 児童館アッピーランド管
理運営事業(青少年課)

54,647 拡 児童館アッピーランド管
理運営事業(青少年課)

57,154児童館こどもの城管理運
営事業(青少年課)

進

捗

状

況

未達成 未達成 未達成 未達成

57,475 59,333

57,167

児童館こどもの城管理運
営事業(青少年課)

57,401

56,428

児童館こどもの城管理運
営事業(青少年課)

59,696

拡

拡児童館こどもの城管理運
営事業(青少年課)

63,073

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

児童館アッピーランド管
理運営事業(青少年課)

▲ 166,384 人 ▲ 80,915 人 ▲ 35,120 ▲ 21,300

実

績

値

100,366 人 180,335 人 223,380

目標値 266,750 人 261,250 人 人

R3 R4 R5 R6 R7

258,500 人 255,750 人 255,750

人 ▲ 21,973 人

233,777 人

人

人 234,450 人

指標の説明： 子どもたちが集い、遊び、学ぶことができる場として、子どもの健全な成長をサポートす

る児童館の利用者数。
275,014人 255,750人 青少年課

基本方向 （１）結婚・出産・子育て支援の充実 重点施策 ③地域全体での子育て世代の支援

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課 備考
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括

上尾市学力調査をもとに、各学校では、当該年度のうちに指導の結果を適切に把握することができ、復習等に活用することができた。また、学年や学校全体の状況を客観的に把握すること
で、学校の強みや課題を捉え、自校の学力向上プランに反映し、児童生徒への丁寧な指導につなげることができた。教育委員会としても、各学校の学力調査や学力向上プランを活用し 、
思考のプロセスを意識させ言語化する指導の充実や学校訪問等を通じた教職員の指導力向上を図っていく。

指標の説明： 全国との比較も可能である上尾市学力学習状況調査における市内標準得点（小学校と中学

校の各々の市内標準得点の平均数値）。
51.2 52.2 指導課

▲1.9

50.3

▲ 1.8

R6

実

績

値

50.2

未達成

中学生社会体験チャレン
ジ事業（指導課）

未達成

指標分析担当課

（２）子どもが健やかに育つことができる環境の整備

目標値 51.4 51.6

R3 R4

基本方向 重点施策 ①確かな学力と豊かな心の育成

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度

51.8 52.0

目標値　R7年度
（m）上尾市学力学習状況調査における

市内標準得点（全国標準得点を50.0とする）

R7

52.2

備考

R5

進

捗

状

況

未達成

▲ 0.3 ▲ 1.7 ▲ 1.8

51.1 49.9

未達成 未達成

50.0

742

教育相談事業（教育セン
ター）

学力向上支援事業（指導
課）

9,774

9,030 8,855 8,898

11,100

691 中学生社会体験チャレン
ジ事業（指導課）

697

学力向上支援事業（指導
課）

247

学力向上支援事業（指導
課）

242

8,152

239

233 238 628

教育相談事業（教育セン
ター）

242

学力向上支援事業（指導
課）

9,070

学力向上支援事業（指導
課）

12,545

教育相談事業（教育セン
ター）

英語教育推進事業（指導
課）

137,836

中学生社会体験チャレン
ジ事業（指導課）

695

34 40 491 565 651

拡

教育相談事業（教育セン
ター）

247 拡

9,742

中学生社会体験チャレン
ジ事業（指導課）

137,836

7,908

教育相談事業（教育セン
ター）

632

223

161,596

2,972

161,616 161,695

拡コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,806 コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,821

1,570 1,604 1,598 1,584 1,632

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,806

121,468 136,867 161,594

45

セカンドブック事業（図書
館）

セカンドブック事業（図書
館）

40

26

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,811

英語教育推進事業（指導
課）

161,623 英語教育推進事業（指導
課）

161,725

セカンドブック事業（図書
館）

3,792

2,993

60 拡

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

2,065

拡 英語教育推進事業（指導
課）

英語教育推進事業（指導
課）

放課後子供教室運営事
業（生涯学習課）

2,999

子どもの読書活動支援セ
ンター運営事業（図書館）

1,228 拡 子どもの読書活動支援セ
ンター運営事業（図書館）

1,952 1,923

放課後子供教室運営事
業（生涯学習課）

2,963 放課後子供教室運営事
業（生涯学習課）

2,943

セカンドブック事業（図書
館）

1,907 セカンドブック事業（図書
館）

1,733 2,912

拡 放課後子供教室運営事
業（生涯学習課）

3,640

1,568 2,513 2,498 2,495 3,135

子どもの読書活動支援セ
ンター運営事業（図書館）

1,239

1,840 1,158

子どもの読書活動支援セ
ンター運営事業（図書館）

1,922

放課後子供教室運営事
業（生涯学習課）

2,913

959 1,813 1,879

子どもの読書活動支援セ
ンター運営事業（図書館）

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

中学生社会体験チャレン
ジ事業（指導課）

703

今後の戦略
各校において、各種学力調査を活用し、児童生徒一人一人の状況を的確に把握するとともに、「学力向上プラン」を基にした教育課程の編成や学習指導の改善を進めていく。特に課題の
見られる思考力や表現力の育成に向けて、デジタルとアナログのベストミックスによる学習の充実を図り、学校訪問や研修会等を通じて教職員の指導力の向上を図っていく。

経過の考察

漢字の読みや基本的な計算などの知識・技能は高く、安定して定着している。一方で、文脈や目的に応じて必要な情報を正確に読み取る力や、複数の数量関係を相対的に捉えて応用す
る思考力に課題がある。また、自分の考えや計算のプロセスを、言葉や数式を用いて論理的に説明する「表現力」が全学年の共通課題となっており、今後はプロセスを意識させ言語化する
指導の充実を図ることが重要であること考える。
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（n）学校応援団の延べ活動日数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括

社会情勢の変化や共働き家庭の増加、PTAの解散などに伴い、平日の学校応援団活動に参加するボランティアの確保が難しい時代となってきた。また、そのような状況から、学校応援団
の活動内容の精査を行っている学校もあるため、活動日数が減少し、目標に達しない年がほとんどであった。今後は、学校・家庭・地域が一体となった取組を周知し、学校を取り巻く諸課題
の克服のため、単なる活動日数の増加を目指すのではなく、活動内容の質の向上を図ることを目指す必要がある。

今後の戦略

社会情勢の変化や共働き家庭の増加、PTAの解散などを踏まえ、上尾市コミュニティ・スクール研修会やコミュニティ・スクール通信、動画配信などにおいて、学校運営協議会と地域学校協
働活動との一体的推進の仕組みづくりや協力依頼の方法、依頼内容などについて情報共有する時間を設ける。学校・家庭・地域が一体となった取組を周知し、学校を取り巻く諸課題の克
服のため、学校応援団の単なる活動日数の増加を目指すのではなく、活動内容の質の向上を図ることを目指す必要がある。

経過の考察

学校運営協議会と地域協働活動の一体化を推進し、日頃から学校応援団に協力依頼をする仕組みができている学校については、回数が大幅に増加している。また、市内各校において
PTA解散が増加していることもあり、これまでPTAとして活動していた回数も学校応援団の活動の一環として計上していたため、回数が大幅に減少している学校もある。総合して見ると増加
となったが、社会情勢の変化や共働き家庭の増加などの社会的要因により、今後減少していく可能性がある。

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

2,065

158 151 101 52 3,451

4,774 4,055

1,806 コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,811

3,542

学校安全パトロール事業
（学校保健課）

3,628 コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

1,821拡

1,806 拡

1,632

コミュニティ・スクール推
進事業（指導課）

未達成

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

通学区見直し区域登下
校サポート事業（学務課）

173 通学区見直し区域登下
校サポート事業（学務課）

151 通学区見直し区域登下
校サポート事業（学務課）

通学区見直し区域登下
校サポート事業（学務課）

1,570 1,604 1,598 1,584

54

学校安全パトロール事業
（学校保健課）

4,959 学校安全パトロール事業
（学校保健課）

4,153

学校安全パトロール事業
（学校保健課）

3,504 3,491

学校安全パトロール事業
（学校保健課）

3,536

111

進

捗

状

況

未達成 未達成 未達成 未達成

実

績

値

6,253 日 7,876 日

▲7,109 日 ▲7,434 日

7,566 日

日

R3 R4 R5 R6 R7

15,000

7,468

日

日 7,153 日

▲ 5,789 日 ▲4,906 日 ▲6,054

目標値 12,042 日 12,782 日

指標分析担当課

13,522 日 14,262 日

備考

指標の説明： 学校での教育活動を支援する保護者、地域の方によるボランティアの活動組織による活動

日数。
11,302日 15,000日 指導課

基本方向 重点施策 ②魅力ある学校づくりの推進

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度

（２）子どもが健やかに育つことができる環境の整備

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

14,000

16,000

R3 R4 R5 R6 R7

（日）

目標 実績
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基本目標３　魅力があり安心して暮らすことができるまちづくり

（o）転入超過の数

※〔　　〕…単年度目標値との差

（p）地域防災訓練の実施率

※〔　　〕…単年度目標値との差

経過の考察
新型コロナウイルス収束以降、自治会の活動が再開されており、地域での訓練が開催となったため年々微増しているが、自治会の高齢化等により目標達成に至らな
かった。【105／116（昨年度102／116)自主防災会回答】

５年間の総括

新型コロナウイルス収束以降、自治会の活動が再開されており、地域での訓練が開催となったため年々微増したが、自治会の高齢化等により目標達成には至らなかっ
た。一方、令和７年度は、地域課題を課題ごとに分類し、解決の仕方をまとめた番組上映による地域防災活動促進研修（通称ヒントミーティング）を新たに開催し、各自
主防災会独自で工夫した訓練や活動を行うようになってきている。引き続き訓練の実施等につながる情報を、市ホームページ等を活用しながら啓発し、各自主防災会
の取組につなげていきたい。

経過の考察
転入数は令和６年度10,126人から令和７年度10,676人へと550人増加し、転出数は令和６年度8,847人から令和７年度8,741人へと106人減少している。転入数の増加
により、令和7年度は令和6年度と比べて転入超過数が増加し、目標達成となった。

５年間の総括
転入超過数は増加傾向にあり、令和7年度は目標を達成している。引継き、市の魅力を発信していき定住の促進に努めてていく。

未達成未達成

実

績

値 ▲14

未達成

今後の戦略
今後も各地域での訓練が行われる見通しだが、過去のデータから実績値に大きな変化はないと予測される。引き続き訓練実施に向けて研修等により働き掛けを行う。

% ▲12 % %

進

捗

状

況

未達成 未達成

▲9% ▲ 18 % ▲ 16

82 % 79 % 91% 82 % 87

%

備考指標分析担当課

%

目標値 96 % 97 %

指標の説明： 災害時に最も大切なのは初動であることに鑑みた地域で防災訓練を実施している

割合。
94% 危機管理防災課

R7

% 100

R3 R4 R5 R6

98 % 99

今後の戦略
広報あげお、市のホームページ、ソーシャルメディア等の多様な媒体を活用し、まちの魅力を発信するとともに、子育て世代に対する各種施策を着実に実施することで、
転入の促進及び転出の抑制を図り、定住の促進に努める。

数値目標 基準値　H31年度 目標値　R7年度

100%

未達成 達成

▲ 543 人 63 人

実

績

値

1,850 人 821 人 1,164

179 人 ▲900 人

人 1,935 人

1,671 人 1,721 人 1,772

進

捗

状

況

達成 未達成 未達成

人

▲ 608 人

1,822 人 1,872 人

人 1,279

備考

指標の説明： 転入数から転出数を差し引いた数。
813人 1,872人 行政経営課

R3 R4 R5 R6 R7

数値目標 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課

目標値

0
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（％）

目標 実績
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02_【資料１】第2期上尾市地域創生総合戦略評価シート（令和7年度実績）.xlsx

基本目標３　魅力があり安心して暮らすことができるまちづくり

（q）健康寿命

※〔　　〕…単年度目標値との差

目標値
19.08

女性 21.01

男性

女性

男性男性 18.85

女性 20.88

男性 18.62

女性 20.75

19.53

女性 21.27

19.31 男性

21.14

５年間の総括

埼玉県における健康寿命は近年低下傾向に転じており、本市の傾向も例外的ではない。低下する背景として生活習慣病の増加、社会参加の減少などが複合的に影響しているとい
う指摘もあり、個人の健康問題という観点からだけでなく、社会課題として取り組んでいく必要性も高い。本市では引き続き、健康アプリの積極活用等により、健康寿命の延伸に向け
て取り組んでいく。

女性

今後の戦略

健康寿命の延伸は、生活習慣の改善や社会環境の影響を受けるため、短期的に成果が現れにくい特性を有していると言われており、中長期的な視点で継続的に取組を推進するこ
とが重要と考えられている。健康寿命の指標でもある「要介護2」となるまでの期間を遅らせるため、疾病予防、健康増進事業を引き続き実施しながら、保険部門や高齢福祉部門との
連携による介護予防事業と保健事業との一体的実施についても協力していく。

進

捗

状

況

未達成

経過の考察
健康寿命は令和６年の公表分が最新値であり、男女とも若干ではあるが低下傾向にある。R6の埼玉県全体の実績値は、男性17.85歳、女性20.83歳であり、埼玉県実績を男性は
0.15歳上回っているが、女性は0.22歳下回る結果となっている。

女性 ▲0.16

未達成 未達成 未達成

男性

女性

男性

女性

男性

▲0.39

男性 ▲ 0.88

実

績

値

男性

女性 ▲0.14

男性 ▲0.41

18.21

女性 20.61

男性 18.35

女性

女性 ▲ 0.53

女性 20.61

▲ 1.31

20.72

男性 ▲0.50

女性 20.62

R6

男性 18.00男性 18.20

R7

数値目標 基準値　H30 目標値　R7 指標分析担当課

健康増進課

備考

指標の説明： 埼玉県衛生研究所で算出されるデータ。65歳に到達した人が健康で自立した生活を送る

ことができる期間（「要介護2」以上になるまでの期間）。

男性17.94
女性20.36

男性19.53
女性21.27

R3 R4 R5

16.00

17.00

18.00

19.00

20.00

21.00

22.00

R3 R4 R5 R6 R7

目標(男性) 実績（男性) 目標（女性) 実績（女性)
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（r）ＳＮＳ登録者数

##

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算
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算
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算
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算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算
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算
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算
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算
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算

予
算
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算
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算

決
算
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算
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算
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算
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算
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算
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算
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算

予
算
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算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算

決
算

予
算

予
算

予
算

予
算

予
算

決
算

決
算

決
算

決
算
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算
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算

予
算

予
算
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算
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算
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算
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算
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算

決
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算

予
算
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算
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算
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算

決
算
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算

決
算

決
算

決
算

※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
登録者数の増加を図るため、情報発信の頻度や内容の工夫に取り組むとともに、Ｘにおけるフォロー＆リポストキャンペーンの実施や、イベント開催時にSNS登録者へのアッピーグッズなど
の啓発品を配布する取組を行ってきた。その結果、SNSのフォロワー数は順調に増加し、目標値を大きく超えて達成することができた。

基本方向 （１）魅力の創出 重点施策 ①魅力の発信

重要業績評価指標（KPI） 基準値　R2年3月 目標値　R7 指標分析担当課

22,400 人 25,200 人

備考

指標の説明： 市の情報発信として活用している本市のＳＮＳアカウントの登録者数。

人数は各年3月時点の累計となる。
13,865人 28,000人 広報広聴課

28,000 人

R3 R4 R5 R6 R7

目標値 16,800 人 19,600 人

実

績

値

21,426 人 23,756 人

3,550 人 6,974 人

34,974 人25,796

人

人 28,750 人

4,626 人 4,156 人 3,396

達成

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

広報誌等作製・発行事業
(広報広聴課)

63,300 広報誌等作製・発行事業
(広報広聴課)

58,091 拡 広報誌等作製・発行事業
(広報広聴課)

進

捗

状

況

達成 達成 達成 達成

シティセールス推進事業
(広報広聴課)

19,069 シティセールス推進事業
(広報広聴課)

5,839 シティセールス推進事業
(広報広聴課)

7,854

67,213

55,399 51,032 55,893 66,052 63,764

拡 シティセールス推進事業
(広報広聴課)

14,664

67,559

12,518

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

広報誌作成・発行事業
（広報広聴課）

9,811

64,747

拡 シティセールス推進事業
(広報広聴課)

10,101拡

10,147 拡

広報誌作成・発行事業
（広報広聴課）

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

13,724

9,739 9,773 10,018 11,427

16,546 5,870 12,165 7,526

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

11,820 拡9,740 あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

9,774 拡

経過の考察
市公式SNSの利用を広報あげおや市ホームページ等で周知するほか、イベント実施時にSNSのフォローを呼びかけるチラシの配布を行うなどSNSの利用についての情報発信を積極的に
行った。また、アッピーアカウントの積極的な活用を行ったこともあり、SNS登録者数は順調に推移している。

今後の戦略
引き続き、SNSの発信コンテンツや頻度などを工夫することで既存登録者を維持するとともに、市ホームページやイベント等でSNSの新規登録を促すなど積極的な周知を図る。また、
Instagramなど若者世代にとって訴求力の高い媒体も積極的に活用し、効果的に市の魅力を発信していくことも必要だと考える。
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（s）ふるさと納税の寄附額

修正(R6) 修正(R6)

当初(R3) 当初(R3) 当初(R3) 当初(R3) 当初(R3)
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

800,000 千円 800,000 千円

基本方向 （１）魅力の創出 重点施策 ①魅力の発信

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度

目標値

指標分析担当課 備考

80,000 82,500

５年間の総括
新規事業者の追加、新規返礼品の登録やポータルサイトの拡充などに取り組み、寄附額は、令和３年度以降大幅に増加した。

指標の説明： 応援したい自治体に寄附ができるふるさと納税の寄附額。
19,931千円 800,000千円 財政課 R6年度から目標値を上方修正

千円 千円 千円

R3 R4 R5 R6 R7

▲ 10,113 千円 ▲ 9,956 千円 312,418 ▲ 98,944 千円 ▲ 237,722 千円

562,278 千円

千円

千円 701,056 千円

85,000 87,500 90,000千円 千円

実

績

値

69,887 千円 72,544 千円 397,418

進

捗

状

況

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

拡

ふるさとあげお応援事業
（財政課）

38,127 ふるさとあげお応援事業
（財政課）

9,739 9,773

73,107

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

ふるさとあげお応援基金
管理事業（財政課）

867 1,592

391

未達成 未達成 達成 未達成

362,840 669,841

320,123

ふるさとあげお応援基金
管理事業（財政課）

362,840

183,032

ふるさとあげお応援基金
管理事業（財政課）

669,842

拡

拡ふるさとあげお応援基金
管理事業（財政課）

62,974

ふるさとあげお応援事業
（財政課）

38,127

170

未達成

ふるさとあげお応援事業
（財政課）

あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

13,724

10,018 11,427

589,596

拡 ふるさとあげお応援事業
（財政課）

344,709

拡 ふるさとあげお応援基金
管理事業（財政課）

589,597

文化財保護啓発事業（生
涯学習課）

805

29,979 30,277 145,893 275,076 344,708

62,974 73,107

9,740 あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

9,774

文化財保護啓発事業（生
涯学習課）

1,644

11,820 拡あげおお土産・観光セン
ター管理運営事業(商工
課)

拡 10,147 拡

12,518

270 「上尾の摘田・畑作用具」
保存活用事業（生涯学習
課）

856

文化財保護啓発事業（生
涯学習課）

777

700 703 761

5,684

884 423 3,610

「上尾の摘田・畑作用具」
保存活用事業（生涯学習
課）

490

717文化財保護啓発事業（生
涯学習課）

拡 「上尾の摘田・畑作用具」
保存活用事業（生涯学習
課）

文化財保護啓発事業（生
涯学習課）

913

「上尾の摘田・畑作用具」
保存活用事業（生涯学習
課）

454 「上尾の摘田・畑作用具」
保存活用事業（生涯学習
課）

今後の戦略
総務省の返礼品に係る適合基準を満たす返礼品について、市内企業からの提案を随時受け付け、魅力ある返礼品の提供に取り組んでいる。今後も、職員自らの創意工夫による新商品の
開発や、クラウドファンディングの実施、魅力あるポータルサイトの作りこみ、ふるさと納税の拡充を通して財源の確保に努める。

経過の考察

事業者説明会や個別訪問の実施により、協力事業者や新規返礼品の開拓を行ったほか、市外での返礼品PRイベントに参加し、本市の返礼品のPRを行った。しかしながら、自転車の寄附
額が減少した結果、寄附額は前年度を下回り、目標値にも未達となった。R8年度は、協力事業者の開拓のほか、体験型返礼品など、更なる新規返礼品の開拓に力を入れ、目標値を上回
るように努める。

0

100,000
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300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000
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（千円）

目標 実績
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（t）スポーツ・レクリエーション事業の参加者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

スポーツ大会・教室等開
催事業（スポーツ振興課）

35,244

５年間の総括

初年度は新型コロナウイルスの影響により、スポーツイベントの中止・縮小が余儀なくされ、これまで当たり前にできていた活動・事業などが大きく制限された。コロナ禍が落ち着いた後も
人々の生活様式や価値観の変化により、新たな課題も生じた。それらを踏まえ既存のスポーツの運用の再考・検討を行い、「あげおｄｅ元気フェスタ」などの事業実施した。目標値の達成に
は至らなかったが課題が顕著になったことにより、今後の5年間に向け、市民のニーズに対応し、目標値を達成すべく、令和８年３月に策定した「第3期上尾市スポーツ推進計画」の実現に
向けて、誰もがスポーツを楽しめる機会や環境の提供などを行い、健康増進や運動習慣の定着に努めていく。

今後の戦略
「第3期上尾市スポーツ推進計画」を踏まえ、誰もがスポーツを楽しめる環境や機会の充実に向け、幅広い年齢層で実施できるユニバーサルスポーツの推進、市民ニーズに注視しながら、
新たなスポーツ活動や運動への関わりの場も検討し、スポーツ振興事業への参加者の増加を図る。

経過の考察

スポーツ健康都市宣言の趣旨を踏まえ、新たにスポーツの体験の機会を提供しているが、令和７年度は、実績値の減少が見受けられた。大きな要因としては、上尾運動公園の改修工事に
より「上尾市民体育祭」が体育館で開催されたことによる規模縮小、さらに「第３８回２０２５上尾シティハーフマラソン」においても、ハーフの部のみの開催による参加者の減少、また「市民駅
伝」の積雪による中止の減少が大きな要因と考察される。

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

35,196 41,459 23,376 22,675 23,926

12,082

11,530

6,086

5,248

24,227 学校施設開放(スポーツ
振興)事業（スポーツ振興
課）

2,965

3,461

5,559

スポーツ活動推進事業
（スポーツ振興課）

6,072

スポーツ大会・教室等開
催事業（スポーツ振興課）

48,417

拡

スポーツ活動推進事業
（スポーツ振興課）

5,290 拡

4,202

スポーツ活動推進事業
（スポーツ振興課）

学校施設開放(スポーツ
振興)事業（スポーツ振興
課）

人

スポーツ大会・教室等開
催事業（スポーツ振興課）

2,223 スポーツ活動推進事業
（スポーツ振興課）

4,570 拡

学校施設開放(スポーツ
振興)事業（スポーツ振興
課）

2,789

スポーツ活動推進事業
（スポーツ振興課）

18,500 人 19,100

2,157 3,786

東京２０２０オリンピック・パ
ラリンピック競技大会関連
事業（スポーツ振興課）

未達成

拡 スポーツ大会・教室等開
催事業（スポーツ振興課）

20,568 20,795 28,544

20,707

36,290

学校施設開放(スポーツ
振興)事業（スポーツ振興
課）

未達成

拡

スポーツ大会・教室等開
催事業（スポーツ振興課）

26,258

学校施設開放(スポーツ
振興)事業（スポーツ振興
課）

22,935

30,778

30,269

人

15,821

人

15,064

未達成

実

績

値

人 14,837 人人

▲ 4,763 人

人

目標値

進

捗

状

況

未達成 未達成

19,600

▲ 7,646 人

12,354 人

▲ 17,697 人 ▲ 3,436 人 ▲ 3,279

203

スポーツ振興課

目標値　R7

17,900

R6 R7

基本方向 （１）魅力の創出 重点施策

重要業績評価指標（KPI）
基準値

H27～H31年度平均

スポーツ・レクリエーションの振興を図るために行っている事業の参加者数。
17,500人 20,000人

人 20,000 人

備考

指標の説明：

②スポーツ・レクリエーション及び健康づくりの推進

指標分析担当課

R3 R4 R5

0

5,000

10,000

15,000

20,000
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（人）

目標 実績
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（u）各種がん検診の受診率
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

4.9

大腸がん(男）▲1.9

7.45.2 （女） 7.1 肺がん（男） 5.5 （女）（女） 6.8

肺がん（男） 1.0

胃がん（男） ▲2.0

子宮がん

12.6

（女）

（女）胃がん（男）

10.5

５年間の総括

胃がん検診に胃内視鏡検査の選択肢を加え、成人歯科健診の対象者に新たに30歳を追加するなど検診内容は年々拡充してきた。目標値には届かなかったが、毎年がん検診の対象者全員には個別受診券
（はがき）を送付しており、また、SNSの活用や健康アプリのポイント付与といった形での受診勧奨手法も積極的に採り入れてきた。受診率の実績値として、５年前に比べ肺がん、乳がん、子宮がんは上昇したが、
胃がんは低かった。当該検診は、集団検診と個別検診の選択機会を提供しているが、年々、個別検診（胃内視鏡検査）を希望する市民が増えていることから、今後検診率を上げるためには、内視鏡検査数の拡
充検討が求められる。

肺がん（男） 4.6 （女）

胃がん（男） 2.0

肺がん（男）

（女）

6.5 肺がん（男）

肺がん（男） 8.0

目標値

大腸がん(男）12.6 （女） 16.7

子宮がん 9.8

7.0 （女）

13.0 （女）

（女） 6.2

大腸がん(男） 12.3 （女） 16.3

4.4

3.3 （女） 4.3

子宮がん 子宮がん 10.6 乳がん 11.410.2 乳がん 11.2

胃がん（男）

9.0 （女） 11.6

大腸がん(男） 13.8 （女） 17.9

胃がん（男） 3.9

17.5

（女） 4.9

肺がん（男）

3.6

子宮がん

4.6

9.0 乳がん 10.6 子宮がん 9.4 乳がん 10.8 乳がん 11.0

3.0 （女） 4.0

肺がん（男）

3.7

12.9

10.7

大腸がん(男） 11.7 （女） 15.5

（女）

6.0 （女） 9.0

大腸がん(男） 大腸がん(男） 13.4

肺がん（男） （女）

17.1

11.0

10.0

▲ 0.5 （女） ▲ 0.5

肺がん（男） 4.5 （女）

（女）

15.1 大腸がん(男） 11.5

肺がん（男） 9.6 （女）

11.3 （女） 14.9大腸がん(男）

10.8

▲1.6

大腸がん(男） ▲ 0.6

胃がん（男）

8.5 乳がん

（女）

胃がん（男）

子宮がん 8.3 乳がん

2.1

子宮がん子宮がん

15.1

（女）

肺がん（男） 2.0

肺がん（男）

▲2.2

（女） 1.3

（女）

9.0 乳がん

▲1.7

1.9（女）

▲3.0

▲1.3

肺がん（男） 2.6

（女） ▲ 1.6

▲1.2

大腸がん(男）

▲0.7子宮がん ▲1.4 乳がん

（女）

（女） ▲1.3

（女）

乳がん ▲ 0.1

胃がん（男）

▲1.7子宮がん

（女）

（女） 2.7

肺がん（男） 10.0 （女） 12.9

1.9胃がん（男）

9.79.2 乳がん

大腸がん(男） （女） 14.9

今後の戦略
受診のメリットが十分に伝わるようなわかりやすい メッセージを工夫し、より受診に対して前向きになるような広報や案内の方法の検討を行っていく。

経過の考察
受診率の目標を達成したのは、男女とも肺がん検診のみであった。

（女） 12.4

大腸がん(男） 11.6 （女）

861

未達成 未達成

8.4 乳がん 10.3

19,416

25,900 拡

5.3

11.3

9.3 子宮がん

糖尿病性腎症重症化予防対
策事業（保険年金課）

各種検(健)診事業（健康増進
課）

健康マイレージ事業（健康増
進課）

健康増進事業（健康増進課）

15,566 21,389

胃がん（男）

肺がん（男）

大腸がん(男）

▲ 1.0 （女） ▲ 1.0

3.8 （女） 3.4

子宮がん

208,233

283,637 各種検(健)診事業（健康増進
課）

288,635

▲ 1.3

885 899

676

▲ 0.8

2,844

2,968

2,442

健康マイレージ事業（健康増
進課）

2,684 健康マイレージ事業（健康増
進課）

2,760

2,381

糖尿病性腎症重症化予防対
策事業（保険年金課）

7,01815,000

4,508

糖尿病性腎症重症化予防対
策事業（保険年金課）

9,517

糖尿病性腎症重症化予防対
策事業（保険年金課）

7,000 6,018

279,375 281,130 287,695 304,467 295,320

拡 健康増進事業（健康増進課）

164,135 179,938 188,961 197,982 202,734

後期高齢者健康診査事業
（保険年金課）

222,188 拡 後期高齢者健康診査事業
（保険年金課）

246,701

5,7135,571 5,149

27,861

197,201

1,730

進

捗

状

況

311,673308,029 拡 各種検(健)診事業（健康増進
課）

311,338

未達成

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

後期高齢者保健普及事業
（保険年金課）

26,260 後期高齢者保健普及事業
（保険年金課）

各種検(健)診事業（健康増進
課）

拡 各種検(健)診事業（健康増進
課）

後期高齢者健康診査事業
（保険年金課）

健康増進事業（健康増進課）

21,674

後期高齢者保健普及事業
（保険年金課）

糖尿病性腎症重症化予防対
策事業（保険年金課）

6,022

274,222拡

健康増進事業（健康増進課）

拡

1,411

後期高齢者健康診査事業
（保険年金課）

1,278

24,823

後期高齢者健康診査事業
（保険年金課）

後期高齢者保健普及事業
（保険年金課）

1,476 健康増進事業（健康増進課）

1,240 1,421

未達成 未達成

▲ 0.9

▲ 1.0

21,077

26,638 後期高齢者保健普及事業
（保険年金課）

拡

▲2.4

▲0.4 子宮がん ▲1.4 乳がん乳がん

▲2.5大腸がん(男） ▲1.7 ▲2.2 （女）

子宮がん ▲ 0.7 乳がん

健康増進課
R4から目標値を上方修正※肺が
んのみ

心身ともに健康の保持増進を図るための各種がん検診の受診率。 　胃がん　　（男）　2.4％ 　（女）　3.5％
　肺がん　　（男）　4.2％ 　（女）　6.0％
　大腸がん （男）　11.9％  （女）　15.8％
　子宮がん　8.6％ 、 乳がん　10.4％

指標の説明：

肺がん（男） 9.8肺がん（男） 8.9 （女） 11.5

R4

胃がん（男） 2.0 （女） 3.0

胃がん（男）胃がん（男） 2.7 （女）

肺がん（男）

目標値　R7年度

　胃がん　　（男）　3.9％　 （女）4.9％
　肺がん　　（男）　9.0％　 （女）11.6％
　大腸がん （男）　13.8％　（女）17.9％
　子宮がん　10.6％ 、 乳がん　11.4％

重点施策

重要業績評価指標（KPI）

②スポーツ・レクリエーション及び健康づくりの推進

R7

胃がん（男） 2.2 3.2（女）

指標分析担当課 備考

R5 R6

胃がん（男） 2.0 （女）

R3

基本方向 （１）魅力の創出

基準値 H31年度

2.9

実

績

値

3.0

1.0

3.0

5.0

7.0

9.0

11.0

13.0

15.0
（％）

目標(胃がん・男) 実績(胃がん・男) 目標(胃がん・女) 実績(胃がん・女) 目標(肺がん・男) 実績(肺がん・男) 目標(肺がん・女) 実績(肺がん・女)

胃がん・肺がん

6.0

8.0

10.0

12.0

14.0

16.0

18.0

20.0
（％）

目標(大腸がん・男) 実績(大腸がん・男) 目標(大腸がん・女) 実績(大腸がん・女) 目標(子宮がん) 実績(子宮がん) 目標(乳がん) 実績(乳がん)

大腸がん・子宮がん・乳がん
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（v）防災士の育成人数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
令和６年度までは年間１５人の防災士育成補助金を交付していたが、令和７年度から政策企画提案制度により、防災士養成講座を新たに実施することができ、目標を上回ることができた。
令和８年度以降も防災士を育成し、地域の防災力強化につなげていきたい。

基本方向 （２）安心で良好な住環境のまちづくり 重点施策 ①地域防災力の向上及び災害援助・復旧体制の確立

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度

208 人

R3 R4 R5 R6 R7

備考

指標の説明： 地域の防災力向上のキーマンとなる防災士の育成人数。

人数は累計となる。
118人 208人 危機管理防災課

指標分析担当課

目標値 148 人 163 人 178 人 193 人

進

捗

状

況

未達成 未達成 未達成 未達成 達成

実

績

値

145 人

▲ 7 人 56

264 人

▲ 3 人 ▲ 6 人 ▲ 7 人

157 人 171 人 186 人

人

5,496自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

4,916 自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

4,746 5,259 7,059 5,471 7,650

自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

8,5667,498 自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

5,498 拡

今後の戦略
令和７年度から３年間、防災士養成講座を開催し年間８０人の防災士を育成する。

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

経過の考察
令和７年度に防災士養成講座を実施し、７８人を育成できたため、目標値を大きく上回る形となった。
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（w）災害時応援協定の延べ締結数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

目標値

目標値　R7年度

133

備考

件 件

139

146

142

147

145

148

５年間の総括
令和３年度から、一般廃棄物等の収集運搬や施設利用、生鮮食品等の供給など、様々な分野の事業者と協定を締結し災害時の支援体制を構築してきた。今後も協定を締結していない分
野の事業者との協定を進め、災害に備えていきたい。

基本方向 （２）安心で良好な住環境のまちづくり 重点施策

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度

災害援助、復旧体制のために、他市町村や民間企業などと締結している協定の締結数。

件数は累計となる。
127件 148件

件

指標の説明：

①地域防災力の向上及び災害援助・復旧体制の確立

指標分析担当課

R3 R4 R5

危機管理防災課 R5から目標値を上方修正

R6 R7

件

達成

拡 防災訓練事業
（危機管理防災課）

9,699

152 件

11,098

7 件

件 件 件

7 件 10 件 2

140 件 146

達成

148

件 4 件

12,151 6,907

12,746

3,174 3,292 2,597

実

績

値

件 151 件件

13,148防災訓練事業
（危機管理防災課）

進

捗

状

況

達成 達成 達成

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

総合防災訓練実施事業
（危機管理防災課）

12,227

自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

小型無人航空機導入事
業（危機管理防災課）

403

136

防災情報等配信事業（危
機管理防災課）

件

防災情報等配信事業（危
機管理防災課）

3,196

防災備蓄事業（危機管理
防災課）

98,077

78,496 拡 防災備蓄事業（危機管理
防災課）

6,425

75,428

防災情報等配信事業（危
機管理防災課）

2,654

3,175

3,196

7,498 自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

8,566

4,746 5,259 7,059

5,498 拡

7,650

防災備蓄事業（危機管理
防災課）

7,639 拡

8,857 3,455 9,328 10,300 10,663

4,916 自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

5,496

防災備蓄事業（危機管理
防災課）

5,112

自主防災組織育成支援
事業（危機管理防災課）

拡 防災備蓄事業（危機管理
防災課）

99,076

総合防災訓練実施事業
（危機管理防災課）

4,209 拡 防災訓練実施事業（危機
管理防災課）

5,471

小型無人航空機導入事
業（危機管理防災課）

441

2,593

防災情報等配信事業（危
機管理防災課）

3,348 防災情報等配信事業（危
機管理防災課）

2,654

401 小型無人航空機運用事
業（危機管理防災課）

403 小型無人航空機運用事
業（危機管理防災課）

403

400 411 366 350 319

小型無人航空機導入事
業（危機管理防災課）

今後の戦略
引き続き、市内企業・団体から協定を締結する意向が示された場合は、綿密に打合せを行い迅速な対応を行う。また、市として災害時の課題をより明確にして、市側から対象企業に声をか
け、協定数や内容の拡充に努める。

経過の考察
目標値に対し、それを上回るペースで協定を結ぶことができている。年度によって増加数に波があるものの、現状は右肩上がりで推移している。
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（x）市内循環バス「ぐるっとくん」利用者数
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※〔　　〕…単年度目標値との差

※新…新規に実施する事業　　拡…拡充して実施する事業

５年間の総括
コロナ禍を経過して順次外出機会も増えてきたことから、順調に利用者数は増加していたものの、令和7年度の運賃改定により利用者の足が遠のいた。今後は、値上げを実施した他自治
体同様、利用者数については徐々に回復するものと考えられる。

基本方向 （２）安心で良好な住環境のまちづくり 重点施策 ②交通手段の充実

重要業績評価指標（KPI） 基準値　H31年度 目標値　R7年度 指標分析担当課

493,000 人 496,500 人

備考

指標の説明： 交通の利便性向上のために運行している市内循環バス「ぐるっとくん」の利用者数。
480,306人 500,000人 交通防犯課

500,000 人

R3 R4 R5 R6 R7

目標値 486,000 人 489,500 人

実

績

値

382,168 人 420,195 人

▲ 33,978 人 ▲ 109,683 人

390,317 人444,371

人

人 462,522 人

▲ 103,832 人 ▲ 69,305 人 ▲ 48,629

未達成

主

な

総

合

戦

略

実

施

事

業

（

千

円

）

バス輸送充実事業（交通
防犯課）

210,231 バス輸送充実事業（交通
防犯課）

232,274 拡 バス輸送充実事業（交通
防犯課）

進

捗

状

況

未達成 未達成 未達成 未達成

運転免許証自主返納者
支援事業（交通防犯課）

1,050 運転免許証自主返納者
支援事業（交通防犯課）

640 運転免許証自主返納者
支援事業（交通防犯課）

605

296,795

196,817 212,383 217,786 290,300 347,113

運転免許証自主返納者
支援事業（交通防犯課）

385

237,965 拡 バス輸送充実事業（交通
防犯課）

330

355,226

運転免許証自主返納者
支援事業（交通防犯課）

330拡

拡 バス輸送充実事業（交通
防犯課）

523 368 267 569

経過の考察
コロナ禍による利用者数の減少から順調に増加していたが、令和７年度４月に実施した運賃改定により一時的に利用者が減少した。しかし令和７年度当初こそ減少したが、以降年度末に
かけては増加傾向が続いている。

今後の戦略
利用者の利便性向上に向けた取り組みを継続しつつ、今後策定する第2次上尾市地域公共交通計画において新たな取り組みを実施する。
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